
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3014 

 

令和 5年度 工業科（ 機械系 ） 

 

教科 工業 科目 機械工作 単位数 2 単位 年次 2 年次 

使用教科書 工業 708・709「機械工作 1・2」（実教出版） 

副教材等 機械工作 1・2 演習ノート（実教出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

種々の産業界で活躍するのに必要になる材料を知ることが学習の主な内容となります。社会には

人間がつくり出した非常に多種の機械や製品それに橋梁や建築物などの構造物があります。これ

らで使用される材料の性質や用途を知ることが機械設計ではとても大切です。また、機械技術に

携わる誰もが材料についての知識が必要です。そして、これらの材料をどのようにして加工すれ

ば求める製品が製造することができるかを知ることも大切なこととなります。このような製品の

材料になる機械材料の種類、性質や用途を学んでいきましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

社会で使用されている主な材料や機械加工技術などの機械工作に関する知識と技術を習得さ

せ、機械材料の加工や工作に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（１）機械工作に関する基礎的・基本的な知識と技術を身に付けるようにするとともに、関連す

る技術を身に付ける。 

（２）機械工作に関する課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対

応し解決する力を養う。 

（３）機械工作に関する基礎的・基本的な知識と技術の向上を目指して自ら学び、工業の発展に

主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

 

機械工作にかかわる基礎的

な知識や技術の理解はもと

より、ものづくりのいろい

ろな場面で活用できる。 

 

機械工作にかかわるさまざ

まな事象やそれにかかわる

問題点を把握して分析し、そ

れに対応するために、これま

でに習得した知識や技術な

どを活用するとともに、そこ

で得た知識や経験を基にし

た発表を行うことができる。 

 

機械工作に関する広い視野

をもつことを目指して、自ら

学び、工業の発展に主体的か

つ協働的に取り組もうとし

ている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前
期 

機
械
工
業
の
あ
ら
ま
し 

1 機械工業のあゆみ 

 

2 機械製品の製造 

a: 

機械工業が社会に及ぼした影響

や機械製品の製造方式のあるべ

き姿を理解している。 

b: 

機械工業が社会に及ぼした影響

や機械製品の製造方式を適切に

理解し、関連知識の習得に取り組

んでいる。 

c: 

機械工業や機械製品の製造方式

に関心をもち、意欲的に学習に取

り組み、学習態度が真剣である。 

演習課題 

 

定期考査 

演習課題 

 

定期考査 

観察 

 

振り返り 

シート 

機
械
材
料
と
そ
の
加
工
性 

1 機械材料の性質と種類 

 

2 炭素鋼 

a: 

機械材料の種類や性質について

理解し、ものづくりの中で機械材

料を適切に活用できるよう理解

している。 

b: 

機械材料について把握した事柄

をいろいろな場面に適用してそ

の種類や性質についての適切に

理解を深めることができている。 

c: 

機械材料の種類や性質について

関心をもち、意欲的に学習に取り

組み、学習態度が真剣である。 

演習課題 

 

定期考査 

演習課題 

 

定期考査 

観察 

 

振り返り 

シート 
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後
期 

機
械
材
料
と
そ
の
加
工
性 

1 合金鋼 

 

2 鋳鉄 

 

3 非鉄金属材料 

 

4 非金属材料 

 

5 機能性材料 

 

6 複合材料 

a: 

機械材料の種類や性質について

理解し、ものづくりの中で機械材

料を適切に活用できるよう理解

している。 

b: 

機械材料について把握した事柄

をいろいろな場面に適用してそ

の種類や性質についての適切に

理解を深めることができている。 

c: 

機械材料の種類や性質について

関心をもち、意欲的に学習に取り

組み、学習態度が真剣である。 

演習課題 

 

定期考査 

演習課題 

 

定期考査 

観察 

 

振り返り 

シート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


